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キーコード：1667

出力日：令和08年03月16日
事務事業名環境保全型農業直接支援費交付金事業

12
基本事業： 02農業生産基盤の整備・保全 担当部 環境経済部

基本事業の
成果指標

①農業生産施設・設備等に対する支援件数（計画期間内累計）
②遊休農地面積 担当課 農政課

担当係 農政担当

環境保全型農業に取り組む農業者 日本型直接支払制度における環境保全型農業直接支払を行う事業

　地球温暖化防止、生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り組む農
業者が実施する事業に対する補助金を交付する。（国1/2・県1/4・市1/4
）
＜事業内容＞
　①カバークロップ（緑肥）＋化学肥料・化学合成農薬5割低減の取組
　②炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用＋化学肥料・化学合
成農薬5割低減の取組
　③有機農業
　④地域特認取組＋化学肥料・化学合成農薬5割低減の取組

令和6年度実績
　農業者数：2組織　対象農用地面積：19.7ha　交付金額：1,250,720円

環境保全型農業の推進と地域環境の保全を図る。

計画年度 平成25年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

取組面積 20.5 2519.7 25 25

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
1,287 1,250 1,581 1,315計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
966
0

938 1,185 985
0 0 0

0 0 0 0
321 312 396 330

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.15
782 802 1,257

2,069 2,052 2,838 1,315

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

＜状況＞取組面積は、減少している。
＜原因＞作物の連作障害対策としてブロックローテーションを行っているため、取組面積が増減する。
＜課題＞環境保全型農業は、化学肥料や農薬の使用を減らすため、病害虫防除や土づくりなど、従来の農業とは異
なる技術が必要であり、収穫量や品質の安定や販路確保の難しさがある。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

大きい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

　国策で環境に資する農業に対して助成する事業。
　地方負担分については、地方交付税等により国から一定の財政
措置が図られる。

　平成27年度から｢農業の有する多面的機能の発揮の促進に関す
る法律｣に基づく制度として実施している。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

ha

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


